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令 和 ２ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立戸田翔陽高等学校）  
  

 

 

 

 

 

目 指 す 学 校 像 
基礎的な知識・技能の習得を基本に、主体的に取り組む意欲、多様性を尊重する態度、 

他者と協働するための資質・能力を身につけた「人財」の育成を目指す学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、生徒の学ぶ意欲を喚起して、

学習の基盤となる「言語能力」を育成する。 

２ かけがえのない存在、必要とされる存在としての自尊感情及び徳性を涵養させる。 

３ 志を高く持たせ、第一希望の進路を実現させる。 

４ 学校外資源を活用した実社会からの学びを充実するとともに、学校の力を地域で生かす。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     ８名 

    生徒        ４名 

    事務局(教職員)   ２名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ３ １ 日  現 在 ）  実施日 令和３年 ２月 ２４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】難関大学への合格を果たすなど学習

意欲の高い生徒がいる一方で基礎学力の定

着に課題のある生徒もおり、生徒の学習意欲

に幅がある。 

【課題】多様な学習歴を持つ生徒それぞれに

合わせた学習環境を整え、より高い意欲を引き

出すことが課題である。 

〇生徒に分かる喜びを

実感させたり学ぶ意義

を認識させたりするこ

とで、学習意欲を向上

させる。 

①少人数習熟度別授業を効果的に実施する。 

②多文化共生推進員や学習サポーター他、外部

機関とも連携して学習支援を行う。 

 

①成績不振者（評定１）の割合を昨年度以下

にできたか。（昨年度 26.3％） 

②生徒の授業評価を２回実施し、昨年度以上

の理解度が得られたか。（昨年度 1 年次国

69.6%、数 60.0%、英 47.3%） 

○新型コロナ感染症の影響もあったが、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

ＩＣＴを活用した学習指導等を学校全体で取り組むことで学習意欲を向上させた。 

①２学期末の成績不振者の割合は、26.0％で、昨年度同時期（26.3％）と比較して

ほとんど変わらなかった。 

②生徒の授業評価を１回実施し、生徒の理解度は、国語 85.3％、数学 63.4％、英

語 60.9％であった。（昨年度、国語 69.6％、数学 60.0％、英語 47.3％）ＩＣＴ活

用授業等の影響もあり大幅に上昇したと考えられる。 

Ａ 
多様な生徒が規定範囲内でのスマートフ

ォン利用は、時代に即した対応学ぶ中で、

生徒の実態合った指導を確実に行っていく

ためにもＩＣＴの活用は不可欠である。    

今後も更なるＩＣＴの活用と環境整備を

行い、主体的・対話的で深い学びと言語能

力の育成に様々な方面から協力を得ながら

取り組んでいく必要がある。 

 

教員全員がプロジェクターやタブレットなどの ICT の有効な

活用により、生徒の各教科の理解度が高まったことは重要な成

果である。規定範囲内でのスマートフォン利用は、時代に即し

た対応である。様々な生徒に授業への参加を促す方法として開

発されている点が高く評価することができる。 

 今後も ICT 環境を整備され、スマートフォンを用意できない

生活困窮世帯などに配慮し、格差を生まないことが重要であ

る。ICT を活用しつつ、表現やコミュニケーション能力が今ま

で以上に育まれる授業実践を期待する。 

〇生徒の言語能力を養

い、学習内容を確実に

定着させる。 ①アクティブ・ラーニングを取り入れ、生徒の

言語活動を活発に行わせる。 

②タブレットやプロジェクターを効果的に活用

した授業を行う。 

 

①・協調学習や研究授業を外部に公開で   

きたか。（5 月・10 月） 

 ・教員相互の授業観察が実施できたか。

（年 1 回以上） 

②授業においてタブレットやプロジェクター

を活用できたか。 

 

○臨時休業中、各教科において動画等での学習保障を実施した。相互授業観察等で

各教科において教員全員がタブレットとプロジェクターを用いた授業を行った。今

後、生徒の学習意欲、学習習慣の向上につながっていく取り組みであった。 

①新型コロナ感染症の影響により、学校公開、授業公開等が１回（１１月）のみの

実施となった。 

②タブレット（１１３台）の導入、Wifi の整備、校内でのスマートフォン使用ル

ール改正等により、授業におけるＩＣＴ活用が一気に進んだ。今後のＩＣＴ活用に

よる更なる学習指導効果向上が考えられる。 

Ａ 

２ 

【現状】概ね落ち着きのある学校生活を送

っているが、対人関係が苦手な生徒や規則

正しい生活態度が身についていない生徒も

いる。 

【課題】中途退学を防止するため、生徒一

人一人に対する深い理解に基づいたきめ細

かな指導を徹底することが課題である。 

〇生徒指導部を中心に

年次・分掌・教科、家

庭・地域と連携して一

人一人の指導・支援に

当たる。 

①ノーチャイム・ノーアナウンス・整容指導・

声かけ指導等、全教職員が統一基準で生徒指導

を行う。 

②校門指導を全教職員で実施し、挨拶や身だし

なみの指導を丁寧に行う。 

① 授 業 出 席 率 を 昨 年 度 以 上 （ 昨 年 度

86.3％）、中途転退学者数が昨年度より減少

（昨年度 28 人 1 月末）、遅刻者数の減少（昨

年度 6.3％） 

②校門指導を全教職員で実施できたか。 

〇家庭・地域と連携して一人一人の指導・支援を行うことができた。 

①授業出席率は、新型コロナウイルス感染症に関連した公欠対応等により算出が困

難であったが、遅刻者数は、1.2%と大幅に減少した。中途転退学者数は、１月末現

在２９名であり、ほとんど変わらなかった。 

②通常授業時の登下校指導、年２回の正門指導を全教職員で実施。 

Ａ 
基本的生活態度を身に付けるための指導

は、今後も継続的に行っていく必要があ

る。 

一方で、本校では何らかの問題を抱えて

いる生徒も少なくない。学校生活に適用す

るために必要な支援を、学校、家庭、地域

が連携し、柔軟に対応していくことが求め

られている。 

 

遅刻者が大幅に減少したことは素晴らしい成果である。学校

が楽しい、学校に居場所があるという気持ちを持つ生徒達が増

加しているということである。遅刻者が減った背景として、学

校と家庭の連携が密接になったことも評価できる。 

外部等の専門職から研修を受ける機会は有益である。今後学

校運営協議会委員も相談窓口の１つとして支援に参加すること

を検討していただきたい。 

〇情報共有・校内研修

を組織的・計画的に行

い、教職員一人一人が

技法や力量を向上させ

る。 

①教育相談部の会議を定期的に開催し、SC、

SSW、教育相談員や年次と連携して組織的な取組

を実施する。 

②専門研究者等の講師を招聘して教職員研修を

実施する。 

①教育相談部の会議を設定し、協議内容を情

報共有することができたか。 

 

②年間２回以上、教職員対象の研修会が実施

できたか 

〇年次会議や相談部の会議にて、教職員一人一人が技法や力量を向上できた。 

①教育相談部の会議を毎週開き、各年次・カウンセリングルーム・保健室等による

情報共有を丁寧に行った。また、特別支援教育巡回支援（年 5 回）の情報も全職員

に共有した。 

②８月に外部講師による「生徒理解調査」に関する研修、１２月に本校のスクール

ソーシャルワーカーによる「福祉制度」に関する研修を行った。 

Ａ 

３ 

【現状】卒業までの系統的な進路指導で、

生徒が自ら望む進路実現や自己実現を目指

す取組は本校の形となりつつある。 

【課題】将来の目標が定まらない生徒への

取り組みが課題である。 

〇地域にある社会資源

と連携しながら、系統

的な進路指導を行う。 

①外部機関との連携で、生徒面談と体験学習を

実施する。 

②本校の特性を活かし、空き時間に民間の自学

自習システムを活用する。今年度より進路資料

室で実施する。 

③模試の校外受検を勧めるとともに 基礎力診

断テストを年度当初と年度末実施する。 

④夏季休業中に進学補習、企業見学を実施、個

別の進路指導を行う。 

⑤就職希望者に対して、個別指導を行う。 

①２回の生徒面談と、１年次中心に SST が３

回実施できたか。 

②実施データの活用と、利用者の進行管理を

各学期確認できたか。 

③受検者数の増加、成績資料を活用し教科・

進路指導を丁寧に行うことができたか。 

④夏季休業中に進学補習、就職対策を実施で

きたか。 

⑤学校斡旋による就職率が100％達成できたか

。 

〇地域にある社会資源と連携しながら、系統的な進路指導ができた。 

①生と面談は 1 回実施。ＳＳＴは 2 回実施し 3 回目は計画しており実施する。 

②スタディサプリは 40 名申込。臨時休業中に手続きを行い、視聴できるようにし

た。定期的に年次によって活用状況を確認したが、十分に活用できていない生徒へ

のより一層の働きかけが必要である。 

③模擬試験は延べ 83 名受験。受験後の指導を重視している。基礎力診断テストは

実施。生徒の学力層とその変化を知る手段となっている。 

④年次や各教科の協力を得て予定通り実施することができた 

⑤新型コロナ感染症の影響で試験開始が遅れ、いくつかの職種の採用が激減したた

め未定の生徒が例年より多い。 

Ａ 

本校生徒は多様な環境から多様な進路を希

望している。入学時から卒業までの進路指

導計画を立て、年次の状況に合わせた具体

的な取り組みを行っていく。それぞれの生

徒が一段階上の進路へと進めるように進路

希望ごとの指導をベースにしながらも個々

の段階に合わせた働きかけが引き続き肝要

である。 

 

きめ細かな進路指導は、生徒たちの学校生活だけではなく生

き方そのものに良い影響を与えるものと思われる。それぞれの

生徒たちが明るい未来を描けるような個別に対応した進路指導

をこれからも継続していただきたい。 

 生徒一人一人の多様な進路希望を実現するためには、生徒自

身が進路に向けてあきらめないこと、自学自習することが大切

である。 

 地域の社会資源も活用していただきたい。 

４ 

【現状】外構工事を実施し、校内の様子が

外から見えるようになったことで地域との

心理的距離も近くなった。戸田市とも包括

連携協定を結び、より一層の連携が期待さ

れる。 

【課題】生徒募集において、本校の特色や

魅力を伝える努力が一層求められる。 

〇地域との情報交換を

密に行い、連携を強化

する。 

①生徒の発表の場を設けることで、地域交流を

行う。 

②コミュニティ・スクール初年度として、シン

クタンクとしての学校運営協議会の運営を確立

する。 

①生徒の活躍を地域で発表する場が新たに増

えたか。 

②年 2 回の協議会を実施できたか。 

〇新型コロナウイルス感染症の影響のため、地域で一緒に行う行事等は中止となっ

た。浦和大学との教育連携協定に基づく講演会を収録して教室で視聴する形で 1 回

行った。                 

①今年度は残念ながら、既存の取組はできなったが、新たに工夫した取組ができ

た。戸田市との包括連携協定に基づき、戸田市第 5 次総合振興計画冊子への写真掲

載に写真部員の撮影したものが使われた。また写真部は市役所のスペースを借りて

3 月に写真展を開催する。 

②6 月に予定していた学校運営協議会を延期して、8 月に 1 回目を実施した。コミ

ュニティ・スクールになってシンクタンク的機能を委員の方に担っていただくこと

についてご理解いただいた。2 回目の実施を 2 月 10 日に予定している。 

Ａ 

今年度は地域との交流を積極的に行うこと

が難しい状況であったが、町会長さんのご

協力の下アンケートの実施による交流が昨

年度よりも、多くの住民の方々の声を聴く

機会となった。 

昨年度の学校評価懇話会の場において、学

校の周りのゴミの投げ捨てが課題となった

際、町会長さんからも市に働きかけていた

だき防犯カメラの設置が形となりつつあ

る。 

生徒募集として今年度塾へ学校案内を送付

したが入試の倍率は昨年度よりも低い状況

でさらに検討する必要がある。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響への懸念から、思うように

地域との交流ができなかったのではないかと思う。しかし、こ

うした状況の中でも、学校運営協議会やアンケートの実施が行

われたことは意味のある進展である。状況次第ではあるが、少

しずつでも地域の様々な人々と関わりながら、より特徴ある魅

力的な高等学校として発展することを期待する。 

 アンケートについては、「テーマ・コミュニティ」の視点で

実施内容や対象を検討してはどうか。 

 生徒募集に関しては、ポイントを絞って中学生と保護者にア

ピールできるとよい。学校案内の送付先の検討をさらに行って

いただきたい。 

  

〇地域や中学生・保護

者のニーズを把握し、

学校公開や学校説明会

を適切な時期に的確に

行う。 

①ニーズを把握するためのアンケート調査を実

施する。 

②定期的なホームページの更新（年間50回以上

）や年間４回以上の学校説明会を実施すること

及び年間3回以上の学校通信を発行する。 

①中学生、新入生、保護者、地域等にアンケ

ートを実施した結果を全教職員で共有し、認

知度向上に活かせたか。 

②Ⅰ部Ⅱ部の入試倍率が昨年度以上、Ⅲ部の

定員が確保できたか。（昨年度Ⅰ部1.01倍・

Ⅱ部1.27倍・Ⅲ部0.44倍） 

〇今年度は、地域へのアンケートを町会長さんのご協力のもと約１７０件配布する

ことができたが、様々なご意見を教育活動に反映することは時間的に難しかった。 

①地域から多数のご意見をいただき、公表する予定である。 

2 令和 3 年度入試は、（Ⅰ部 1.24 倍 Ⅱ部 0.56 倍 Ⅲ部 0.37 倍）である。（1 月

18 日現在）ＨＰや学校説明会で生徒の活動状況を紹介することで、学校の理解度

を挙げる取り組みを継続的に行っていく。 

Ｂ 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 
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